


令和７年度釧路市立北中学校「学校評価『生徒アンケート』」７月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【結果分析】
４：している　３：どちらかといえばしている　２：あまりしていない　１：していない
	
	評　価　項　目
	４
	３
	２
	１

	１
	私は、目指す生徒の姿（変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返りながら責任ある行動をとる生徒）の実現を常に意識し、日常の授業や学校行事、部活動等に取り組んでいる。
	31.8％
	55.5％
	12.7％
	0.0％

	２
	私は、自分の課題や新たな可能性を、積極的に発見しようとしている。
	28.2％
	48.2％
	21.8％
	1.8％

	３
	私は、自分の行動で、自分の周りをよりよい方向へ変えようとしている。
	21.8％
	54.5％
	20.0％
	3.6％

	４
	私は、どうして変化する必要があるのか、その理由を考え、様々なことに挑戦し、やり抜こうとしている。
	25.5％
	48.2％
	20.9％
	5.5％

	５
	私は、学級や学校行事、日常の授業等の目標を達成するために、責任をもって行動しようとしている。
	40.0％
	47.3％
	12.7％
	0.0％

	６
	私は、自分の行動や言動を振り返ろうとしている。
	39.1％
	43.6％
	15.5％
	1.8％

	７
	私は、授業等において自分の意見等をもち、それを積極的に表現しようとしている。
	18.2％
	38.2％
	38.2％
	5.5％

	８
	私は、多くの情報から必要なものだけを選択して活用しようとしている。
	27.3％
	61.8％
	10.0％
	0.9％

	９
	私は、自分のよさを生かして人（友達等）と協力して物事に取り組もうとしている。
	38.2％
	49.1％
	9.1％
	3.6％

	10
	私は、相手の考えをしっかり聞こうとしている。
	62.7％
	31.8％
	4.5％
	0.9％

	11
	私は、誰とでも話したり、協力したりしようとしている。
	35.5％
	50.0％
	12.7％
	1.8％

	12
	私は、「みんな違って当たり前」だと思っている。
	70.0％
	21.8％
	4.5％
	3.6％

	13
	私は、学校生活や社会生活に必要な常識やきまりを守ろうとしている。
	58.2％
	35.5％
	6.4％
	0.0％

	14
	私は、自分のよさに気付こうとしている。
	27.3％
	38.2％
	30.9％
	3.6％

	15
	私は、自分らしさを大切にしようとしている。
	39.1％
	42.7％
	11.8％
	6.4％

	16
	私は、自分で計画して家庭学習等に取り組もうとしている。
	24.5％
	41.8％
	24.5％
	9.1％

	17
	私は、人（先生や友達、家族など）に対して思いやりの気持ちをもとうとしている。
	49.1％
	42.7％
	6.4％
	1.8％

	18
	私は、自分の命を大切にしようとしている。
	67.3％
	26.4％
	5.5％
	0.9％

	19
	私は、スマートフォン等で動画を見たり、ゲームをしたりする時間を自分で決めようとしている。
	24.5％
	27.3％
	25.5％
	22.7％

	20
	私は、決まった時間に起きたり、寝たり、食事をとったりしようとしている。
	38.2％
	32.7％
	19.1％
	10.0％

	21
	私は、自分から家族の手伝いをしようとしている。
	28.2％
	36.4％
	26.4％
	9.1％

	22
	私は、運動することが好きである。
	43.6％
	29.1％
	16.4％
	10.9％

	23
	私は、地域の行事に参加することが好きである。
	20.0％
	31.8％
	38.2％
	10.0％

	24
	  私は、本や新聞を読むことが好きである。
	24.5％
	29.1％
	23.6％
	22.7％

	25
	学校は、私たちが未来社会の創り手となる資質・能力を獲得するための教育活動を行っている。
	33.6％
	45.5％
	13.6％
	7.3％

	26
	学校は、私たち一人一人の学習状況に寄り添った学びを保障している。
	35.5％
	51.8％
	10.0％
	2.7％

	27
	学校は、いじめなどの問題行動に毅然と対応している。
	43.6％
	40.0％
	9.1％
	7.3％

	28
	学校は、私たちに対して各種情報を積極的に発信している。
	46.4％
	40.9％
	11.8％
	0.9％

	29
	学校は、私たちにとって安心・安全な場所になっている。
	44.5％
	40.9％
	10.9％
	3.6％


課題の評価項目は網掛け
	【改善の方向性】
７　授業等を自分事として捉える姿勢をこれまで以上にしっかりもつ必要がある。また、「表
現」については、自分の考え等を口頭で伝える方法もあれば、ノートに書いたり、作品とし
て創り上げたりする方法もある。「表現」についての認識を確認する必要がある。
14　自分にとって少しだけハードルの高い課題を解決するような機会を意図的に設けてみる
必要がある。そして、課題解決した自分を見つめてみる必要がある。
16　「家庭学習は将来の自分への投資である」という言葉もあるように、家庭学習を何のため
に行うのかを改めて考えてみたい。また、何時間や何ページ、〇〇の教科などの制限を決め
るのではなく、自分の好きなことに、好きなだけ取り組むことが当たり前になる環境をつく
る必要がある。
19　自分の生活を自分で管理する（マネジメントする）力は将来において不可欠との認識をも
つ必要がある。
21　自分の役割を、責任をもって実行することが集団の中で生きていく最低限のルールである
との自覚をもつ必要がある。例え、家族であっても同様であるとの認識をもつ必要がある。
23　まずは地域の行事に参加してみることから始める必要がある。
24　本や新聞を読むことの楽しさや必要感を実感できるワークショップ等を、外部講師を招い
て行うよう先生方に働き掛けてみる必要がある。


※　肯定的な回答において「７割未満」の評価項目を課題として捉え改善の方向性をしまします。
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